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２ 章  ま ち の 現 況 と 課 題  

 

 

 

目黒駅周辺の人口･世帯、土地･建物等の主なまちの現況は以下の通りです。 

目黒駅周辺のまちの現況を適切に把握するため、品川区を含めた目黒駅周辺の 10 町丁

目（目黒一･二丁目、下目黒一･二丁目、三田一･二丁目、上大崎二･三･四丁目、西五反田

三丁目）を対象として調査･分析を行いました。 

 

①人口･世帯 
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目黒区

目黒駅周辺（％） 

→ 高齢化率は 16.4％ 

  （目黒区 19.7％） 

年少人口率 ← 

11.5％ 

（目黒区 10.5％） 

←  生産年齢人口率 72.1％  → 

（目黒区 69.3％） 

○目黒駅周辺（10 町丁目）の人口は、令和５年４月現在 36,457 人で、10 年前

（31,307人）と比較して大きく増加（+16.4%）しています。 

○年齢別では、目黒区全体と比較して 30～40歳代と４歳以下が多く、65歳以上は

少なくなっています。 

〇家族類型の世帯数は、単独世帯（65 歳未満）がほぼ半数を占めており、近年も

増加傾向にあります。また「夫婦と子（18 歳未満）」の増加も顕著になっていま

す。 

◆年齢階級別人口率 

①夫婦と子（ 歳未満）

②夫婦と子（ 歳）

③夫婦と子（ 歳以上）

④夫婦のみ（いずれもが 歳未満）

⑤夫婦のみ（いずれかが 歳以上）

⑥単独（ 歳未満）

⑦単独（ 歳以上）

⑧その他

①7.2％ 

②5.3％ 

③4.4％ 

④10.9％ 

⑤5.0％ 

⑥49.3％ 

⑦8.2％ 

⑧9.5％ ①夫婦と子（6歳未満）

②夫婦と子（6-17歳）

③夫婦と子（18歳以上）

④夫婦のみ（いずれもが65歳未満）

⑤夫婦のみ（いずれかが65歳以上）

⑥単独（65歳未満）

⑦単独（65歳以上）

⑧その他

◆家族類型別世帯率 

※資料：令和２年国勢調査 

※資料：住民基本台帳

（令和５年４月現在） 
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①57％ 

②53％ 

③-6％ 

④6％ 

⑥50％ 

⑦22％ 

⑤10％ 

⑧-10％ 

◆家族類型別世帯増加率 

（％） 

※資料：令和２年･平成 22年国勢調査 
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②土地･建物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共系
9%

事務所系
9%

商業系
9%

独立住宅
12%

集合住宅
30%

工業系
1%

空地系
2%

公園系
3%

交通系
22%

河川系
3%

その他
0%

※資料：令和３年度土地利用現況調査 

※資料：令和３年度土地 

利用現況調査 

◆土地利用構成比 ◆土地利用面積動向図 

 

※資料：令和３年度・平成 23年度土地利用現況調査 

◆土地利用現況図 

○土地利用は、商業系･事務所系が目黒駅周辺や幹線道路沿道に多くみられます。 

○目黒駅周辺（10 町丁目）全体では、住居系が約４割、公共系･商業系･事務所系

がそれぞれ約１割を占めており、複合的な土地利用となっています。 

〇近年は、集合住宅の増加が目立ち、特に下目黒二丁目、西五反田三丁目では、

工業系の減少と集合住宅の増加が顕著になっています。 

官公庁施設 

教育文化施設 

厚生医療施設 

供給処理施設 

＜公共系＞ 

専用工場 

住居併用工場 

倉庫運輸関係施設 

＜工業系＞ 

＜事務所系＞ 

＜商業系＞ 

＜住居系＞ 

事務所建築物 

専用商業施設 

住商併用建物 

宿泊･遊興施設 

ｽﾎﾟｰﾂ･興行施設 

独立住宅 

集合住宅 

＜空地系＞ 

＜公園系＞ 

＜交通系＞ 

＜河川系＞ 

屋外利用地･仮設建物 

未利用地 

公園･運動場等 

＜その他＞ 

鉄道･道路 

水面･河川･水路 

原野 

目黒駅 

整備計画区域 

三田一 

三田二 

上大崎二 

目黒一 

下目黒一 
上大崎三 

上大崎四 下目黒二 

西五反田三 

目黒二 

目黒駅 

整備計画区域 

公共系 

事務所系 

商業系 

独立住宅 

集合住宅 

工業系 

＜用途＞ 

＜土地利用増減面積＞ 

10,000㎡ 

0㎡ 

-10,000㎡ 
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目黒駅 

整備計画区域 

◆階数別現況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆町丁目別平均階数 ◆町丁目別昭和 55年以前の建物棟数率 

〇建物階数をみると、商業系･事務所系の土地利用が多い目黒駅周辺や幹線道路沿

道に８階建以上の高い建物が多くみられます。下目黒一丁目や目黒二丁目は区

内でも高い建物が多くなっています。 

〇昭和 55 年以前の古い耐震基準で建てられた建物の割合は、独立住宅の多い目黒

一丁目や下目黒一･二丁目で多くなっています。 

4.5階以上 

4.0～4.5階未満 

3.5～4.0階未満 

3.0～3.5階未満 

2.5～3.0階未満 

2.5階未満 

45％以上 

40～45％未満 

35～40％未満 

30～35％未満 

30％未満 

16階建以上 

11～15階建 

08～10階建 

06～07階建 

0 4～ 5階建 

0 3階建 

0 2階建 

0 1階建 

※資料：令和３年度土地 

利用現況調査 

 

整備計画区域 ※資料：目黒区の土地利 

用２０１７ 
整備計画区域 

 

三田一 

三田二 

目黒一 

下目黒一 

下目黒二 

目黒二 

中目黒二 

目黒三 

下目黒三 

下目黒四 

三田一 

三田二 

目黒一 

下目黒一 

下目黒二 

目黒二 

中目黒二 

目黒三 

下目黒三 

下目黒四 
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③道路･交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆都市計画道路の整備状況及び道路幅員現況図 

〇目黒駅周辺では、目黒通りや山手通り等の都市計画道路は概ね完成しています。 

また、首都高速道路にも近接しており、自動車利用の便利な立地にあります。 

〇幹線道路の内側は、幅員４ｍ未満の狭い道路が多くなっています。 

完成区間 

概成区間 

未着手区間 

都市計画道路の整備状況 

幅員 9ｍ以上 

幅員 6～9ｍ未満 

その他の道路の幅員 ※都市計画道路の概成区間と

は、計画幅員に対して出来

型幅 60％以上または 18ｍ

以上の幅員を有する区間で

す（計画幅員 15ｍ以上の

場合）。 

幅員 04～6ｍ未満 

幅員 04ｍ未満 

 

目黒駅 

整備計画区域 
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※資料：鉄道各社の統計データ 

JR線 

東急目黒線 

東京メトロ南北線･都営三田線 

駅から 800ｍ圏内 

 

黒 01 目黒駅前～大岡山小学校 

黒 02 目黒駅前～二子玉川駅 

黒 06 目黒駅前～三軒茶屋駅 

黒 07 目黒駅前～弦巻営業所 

黒 09 目黒駅前～目黒駅前 

渋 41 渋谷駅～大井町駅 

渋 42 渋谷駅～大崎駅西口 

渋 43 渋谷駅～高輪ゲートウェイ 

渋 72 渋谷駅東口～五反田駅 

東 98 等々力操車場～東京駅南口 

黒 77 目黒駅～千駄ヶ谷駅 

橋 86 目黒駅～新橋駅 

品 93 大井競馬場～目黒駅 

地域交通バス検討路線 

バス停及びバス路線から 300ｍ圏内 

 

ドコモ･バイクシェア 

LUUP 

HELLO CYCLING 

＜鉄道路線･駅徒歩圏＞ 

＜バス路線･バス利用圏＞ 

＜シェアサイクルポート＞ 

◆交通施設図 

〇目黒駅には、JR 山手線、東急目黒線、都営三田線、東京メトロ南北線が乗入

れ、鉄道利用が便利な立地にあります。また、令和５年３月には東急目黒線と

新横浜線の相互直通運転が開始され、東京都心や横浜都心へのアクセス性がさ

らに高まりました。 

○目黒駅の乗降客数は、上記４路線の合計で 50 万人に達しており、周辺駅で最も

多くなっています。 

〇バス路線は充実していますが、三田一丁目と目黒一丁目、下目黒一丁目の一部

が、バス利用が不便（バス停及びバス路線から 300ｍ以遠）な状況にあります。 

◆令和３年の目黒駅等の１日平均乗降客数 

恵比寿 
JR線 198,272 人/日 

東京メトロ日比谷線 76,424 人/日 

大崎 
JR線 207,466 人/日 

りんかい線 78,938 人/日 

五反田 

JR線 187,368 人/日 

東急池上線 82,403 人/日 

都営浅草線 48,571 人/日 

 

研究所裏 

茶屋坂 

中里橋 

田道小学校入口 

権之助坂 

大鳥神社前 

不動尊参道 

上大崎 

不動前入口 

目黒駅東口 

不動前駅 大崎郵便局 

目黒駅 

整備計画区域 

目黒駅前 

目黒 

JR線 149,320 人/日  

東急目黒線 199,638 人/日 

都営三田線 71,285 人/日 

東京メトロ南北線 81,059 人/日 

中目黒 
東急東横線 140,240 人/日 

東京メトロ日比谷線 156,388 人/日 

 

研究所裏 

茶屋坂 

中里橋 

田道小学校入口 

権之助坂 

大鳥神社前 

不動尊参道 

上大崎 

不動前入口 

目黒駅東口 

不動前駅 大崎郵便局 

目黒駅 

整備計画区域 

目黒駅前 

三田一 

三田二 
上大崎二 

目黒一 

下目黒一 

上大崎三 

上大崎四 

下目黒二 

西五反田三 

目黒二 
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④公園･みどり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※区全体の平均値は、 

公園面積 1.82㎡/人（H26）、緑被率 17.3％（H26、H16は 17.1％） 

◆緑被分布図 

◆公園分布図  

〇目黒駅周辺（目黒区内）には、目黒区民センター公園や田道広場公園等があり

ますが、一人当たり公園面積は 1.20 ㎡/人で、区全体の目標（２㎡/人）を大き

く下回っています。特に、下目黒一丁目には公園がなく、大半が公園誘致圏外

となっています。 

〇目黒駅周辺（目黒区内）の緑被率は 17.2％で、区全体の目標（20％）を下回っ

ています。特に、下目黒二丁目は僅か 8.3％とみどりが少ない状況にあります。 

整備計画区域 

目黒駅 

目黒区民センター公園・ 

田道広場公園・ 

中目黒公園・ 

公園誘致圏 

・都市公園、都立公園   ２５０ｍ 

・その他公園(500㎡以上) ２５０ｍ 

・その他公園(500㎡未満) １２５ｍ 

公園誘致圏外 

公園(緑道以外)、その他公園 

整備計画区域 

樹木被覆地 

草地 

屋上緑化 

農地 

裸地 

水面 

注）・図中の数値は、町丁目別の緑被率 

・緑被率とは、上空から見て、樹冠

や草地等のみどりで覆われた面積

が占める割合 

・対象は、樹木被覆地、草地、屋上

緑化、農地 

三田一 

19.9％ 

三田二 

21.2％ 

目黒一 

15.2％ 

目黒二 

16.9％ 下目黒一 

26.4％ 

下目黒二 

8.3％ 

目黒駅 

※資料：みどりの実態調査 

（平成 27年 3月、目黒区） 

※資料：みどりの実態調査 

（平成 27年 3月、目黒区） 
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⑤産業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇目黒駅周辺（10 町丁目）には、令和３年時点で約５万人の従業者が働いていま

す。 

○産業分類別の従業者数をみると、情報通信業が最多で全体の 1/4（26％）を占

め、卸売業､小売業、その他サービス業の順で多くなっています。 

○近年の従業者数の動向（H24～R3）は、情報通信業と学術研究､専門･技術サービ

ス業の増加が顕著であり、卸売業､小売業を除く全産業で増加しています。な

お、製造業は目黒駅周辺（10 町丁目）では増加していますが、目黒区側（特に

三田一丁目や下目黒二丁目）では大きく減少しています（合計 844人減少）。 

◆産業分類別事業所･従業者増加数   

8 

-12 

4 

86 

4 

25 

-2 

27 

55 

-46 

17 18 

34 

0 

48 504 

229 

30 

-12 

-364 

79 

423 387 

38 

300 

721 

1 

140 

-500

0

500

1,000

-50

0

50

100

事業所数 従業者数

※合計：226事業所（13％）増加 

13,803人（38％）増加 

（事
業
所
） 

※資料：令和３年･平成 24年経済センサス

注）・情報通信業とは、通信業、放送業、情報サービス業、映像･音声･文字情報制作業等 

・生活関連サービス業とは、洗濯･理容･美容･浴場業、旅行業、家事サービス業、冠婚葬祭業等 

・複合サービス業とは、郵便局、協同組合等 

（人
） 

9,199 2,128 

◆産業分類別事業所･従業者数 

77 78 5 207 18 449 39 246 270 268 173 83 158 2 201 

1,526 

3,293 

39 

13,174 

606 

7,593 

1,442 
1,896 

4,624 

3,457 

2,360 

1,315 

2,327 

19 

6,259 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

0

100

200

300

400

500

事業所数 従業者数

（事
業
所
） 

（人
） 

※資料：令和３年経済センサス 

※合計：2,274事業所、49,930人 
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⑥防災 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

三田一 

三田二 

目黒一

イ位置

上大崎二 

●目黒駅 

目黒二 

下目黒一 

上大崎三 

下目黒二 
上大崎四 

西五反田三 整備計画区域 

〇目黒駅周辺（10町丁目）は、地震による危険度は相対的に低くなっています。 

○目黒川沿川では、想定し得る最大規模の降雨（総雨量 690ｍｍ､時間最大雨量 153

ｍｍ）があった場合、１ｍ以上浸水すると想定される区域が広がっています。 

〇目黒駅周辺（目黒区内）の広域避難場所は大半（三田一丁目の一部を除く）

が、中目黒公園一帯、地域避難場所は田道小学校や下目黒小学校など、各住区

内の小中学校が指定されています。 

◆目黒区水害ハザードマップ 

●目黒駅 

整備計画区域 

◆総合危険度 

危険度ランク１ 

危険度ランク２ 

※資料：地震に関する地域危険度調査（令和４年９月、東京都） 

注）・総合危険度は建物倒壊や延焼による危険性等を加味した指標 

・５段階中５が最も危険なランク 
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⑦地域活動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆桜まつり 

・主催：目黒イーストエリア商店街連合会 

◆グリーンクラブの活動 

・ボランティア団体による公園等の花壇を

手入れする活動 

◆目黒川クリーンアップ大作戦 

・主催：目黒川を豊かな生活環境にする会 

◆目黒サポーター 

・ボランティアチームによる目黒駅周辺

の清掃活動 

◆目黒のさんま祭 

・主催：目黒区民まつり実行委員会 

◆ＭＥＧＵＲＯ ＭＵＳＩＣ ＦＥＳＴＡ 

・主催：ＭＥＧＵＲＯ ＭＵＳＩＣ ＦＥＳＴＡ実行委員会 

〇目黒駅周辺では、「桜まつり」「目黒のさんま祭」等の区内外から多くの来街者

を集めるイベントや清掃･緑化活動等が、地域住民、町会･住区住民会議、商店

街、事業者、目黒区等の連携･協力のもとで数多く開催･実施されています。 

○事業者から民地空間を提供してもらい、地域活動等の会場として利用している

事例もあります。 
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平成 26 年３月策定の整備計画に基づき、町会･住区住民会議、商店街、東京都･警

視庁等の関係機関との連携･協力のもと、様々な取組を進めてきました。以下に主な

取組の概要を示します。 

 

①権之助坂歩道橋の撤去 

安全･安心な歩行環境を創出するため、平成 27年度に東京都が目黒通りの権之助

坂歩道橋を撤去するとともに、警視庁が信号機付横断歩道を設置･移設しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ゾーン３０の指定 

生活道路における歩行者等の安全な通行を確保するため、平成 28 年度に下目黒

小学校と田道小学校の通学路を含む生活道路を「ゾーン３０（時速 30ｋｍの速度規制

を実施する区域）」に指定（東京都公安委員会）しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

撤去前 撤去後 

標識 路面標示 

2 こ れ ま で の 取 組 状 況  
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③アーケードの撤去 

大鳥前商栄会は、商店街アーケードの老朽化に伴う今後の維持管理や商店街の景

観上の問題等から、平成 28 年度にアーケードを撤去しました。また、夜間の防犯

や歩行者の安全を図るため、平成 29 年度に商店街の街路灯を新たに設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④商店街まちづくり憲章／商店街まちづくりルールの策定 

権之助坂商店街振興組合と大鳥前商栄会では、「置き看板･商品のはみ出し」、「放

置自転車」や「自転車通行マナー」の改善等が長年の懸案となっていたことを踏ま

え、望ましい商店街づくりの理念やルールを示す「商店街まちづくり憲章／商店街

まちづくりルール」を平成 29年度にとりまとめ、普及･啓発活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

  

撤去前 撤去後 

リーフレット（権之助坂商店街振興組合） リーフレット（大鳥前商栄会） 
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⑤自転車等放置禁止区域の拡大 

目黒駅周辺の放置自転車の実態等を踏まえ、平成 30 年度に目黒駅周辺の自転車

等放置禁止区域を拡大（目黒区）しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥観光案内標識の設置 

本地区内の３カ所に観光案内標識を、令和２年度に東京都が設置・改修しました。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦目黒川の水質浄化対策 

目黒川の水質が一時的に悪化することによる悪臭や白濁化等の課題を踏まえて、

目黒区では令和２年度に目黒川水質浄化対策計画を策定し、都や関係区と連携して

高濃度酸素溶解水供給施設の整備等の水質浄化対策を進めています。 

 

 

 

 

 

  

目黒駅 

目黒駅周辺自転車等放置禁止区域図 

変更前の放置禁止区域 

追加した放置禁止区域 

目黒駅前 パークタワー目黒前 福山ビル前 

高濃度酸素溶解水供給施設 

※目黒区では、高濃度酸素溶解水供給施

設を太鼓橋下流に令和５年度末を目途に

整備します。 
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⑧下目黒一丁目地区のまちづくり 地区計画等の策定 

令和３年９月に「下目黒一丁目街づくり協議会（平成 31年３月設立））から目黒

区に提出された用途地域の変更及び地区計画に関する「街づくり提案書」を踏まえ、

目黒区では説明会や意見募集等を行いながら都市計画手続きを進め、令和４年 12

月に都市計画決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨目黒区民センター周辺地区のまちづくり 

新たな目黒区民センターへの建替えの動向を契機として、周辺地区（目黒二丁目）

では令和３年度以降、地域住民等の皆さまとまちづくりの検討を進めてきました。 

令和５年６月には「目黒区民センター周辺地区まちづくり協議会」が設立され、

まちづくりルールの作成に向けた話し合いを進めており、「まちづくり提案書」と

しての取りまとめを目指しています。 

目黒区では「まちづくり提案書」や「新たな目黒区民センターの基本計画」を反

映させながら、まちづくりルールの都市計画決定に向けた取組を進めていきます。 

 

 

 

6000/60％＝1万 

 

 

  

協議会の様子 

○Ａゾーン 

・にぎわいが連続した安

全･快適な街の形成 

・街の顔となる品格のあ

る市街地の実現 

○Ｂゾーン 

・災害に強く誰もが安全･

安心で快適な街の形成 

・新たな生活･社会ニーズ

に柔軟に対応できる住

宅･業務施設･店舗が共

存した活力ある複合市

街地の実現 

目
黒
駅 

Ａゾーン 

Ｂゾーン 

品川区 

地区計画区域 

下目黒一丁目地区地区計画の区域と目標 

目黒区 

目黒区民センター周辺地区の区域 

・目黒区民センター 

・下目黒小学校 

・目黒区民センター公園 

・目黒区美術館 



 

24 

２ 章  ま ち の 現 況 と 課 題  

 

 

 

本節では、整備計画改定の背景やまちの現況、改定に向けたヒアリングやアンケ

ートの結果等を踏まえ、①土地利用、②環境、③交通、④防災、⑤活動の観点から、

本地区を取り巻く概況をとりまとめ、それらの状況に対応したまちの課題を整理し

ます。 

 

①土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆概況 

・コロナ禍を契機として、働き方や暮らし方に対

する意識や価値観が多様化しています。 

・目黒駅前等には商業･業務機能等が集積してい

ます。近年も集積が進んでいますが、一部で建

物更新が進んでいない状況もみられます。 

・歴史･文化･観光施設等の地域資源に恵まれてい

ます。 

・目黒区民センター等は、新たな区民活動の拠点

を目指した見直しを進めています。 

・エリア別にみると、住宅と産業系施設の共存、

住環境の保全等の対応すべき課題があります。 

◆課題 

○多様なニーズに対応した

複合的な土地利用の促進 

○まちのポテンシャルを活

かした有効利用の促進 

○新たな目黒区民センター

への建替えと周辺まちづ

くりの推進 

○地域課題に対応した多様

なまちづくりの推進 

◆概況 

・目黒川と桜並木はまちのシンボルです。 

しかし、目黒川は悪臭や白濁化、桜は樹勢の低

下等が問題となっています。 

・目黒区はゼロカーボンシティの実現を目指してい

ます。生物多様性の保全やヒートアイランド現象

の対策にも貢献する必要があります。 

・公園やみどりは少なく、目黒区全体の目標とす

る水準を満たしていません。 

・目黒区民センター等の建替えと一体的に、目黒

区民センター公園の整備が予定されています。 

◆課題 

○目黒川の水質浄化 

○桜並木の適切な維持管理 

○地域の脱炭素化の促進 

○みどりの保全･創出 

○多様な機能を備えた目黒

区民センター公園の整備 

3 ま ち の 課 題  
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③交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④防災 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆概況 

・居心地が良く歩きたくなるウォーカブルなまち

なかづくりへのニーズが高まっています。 

・目黒区民センターや目黒川、歴史･文化･観光施

設等の地域資源への多くの来街者がみられま

す。 

・身近な移動手段である自転車等の移動モビリテ

ィの利用ニーズが高まっています。しかし、ス

ピードの出し過ぎや放置等の利用マナーが問題

となっています。 

・鉄道･バス、車の利用が便利な立地にあります

がバス利用の不便なエリアもあります。 

・生活道路は狭あいな道路が多くあります。 

◆課題 

○地域資源へのアクセス性

や回遊性の向上 

○快適な歩行環境の形成 

○自転車等利用の利便性と

マナーの向上 

○利便性の高い移動手段の

確保 

○生活道路の改善 

◆概況 

・大地震や豪雨による災害リスクが高まっています。 

・本地区には居住者だけでなく、従業者､学生､来

街者等の多様な人々が数多く過ごしています。 

・一時的に滞留できる身近なオープンスペースが

不足しています。 

・目黒通り･山手通りは防災上大事な道路です（延

焼防止､避難や救急･消火活動､物資輸送等）。 

・目黒川沿いに浸水想定区域が広がっています。 

・インフラ（道路･橋梁･公園等）の老朽化が進ん

でいます。 

◆課題 

○居住者､従業者､学生､来

街者等の多様な人々の安

全な避難の確保 

○目黒通り･山手通りの防

災機能の強化 

○豪雨対策の推進 

○老朽化したインフラの適

切な維持管理 

 

◆概況 

・区内外から多くの来街者を集めるイベントや清

掃･緑化等の地域活動が盛んに行われていま

す。 

・地域住民や事業者等の地域活動等への参加意向

は強い傾向にあります。 

・地域活動等の場所、参加機会、情報発信等が不

足しているとの指摘もあります。 

◆課題 

○公共空間･民地空間の活用 

○まちの魅力向上･活性化

に向けた地域活動等のさ

らなる充実 

○地域活動等の連携強化や

参加･交流機会の創出に

資する情報発信の推進 


